
参
議
院
議
員
川
田
龍
平
君
提
出
塩
化
ラ
ジ
ウ
ム
（
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
）
注
射
液
（
製
品
名
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
静
注
）
に
関
す

る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
の
「
下
限
数
量
」
」
（
以
下
「
下
限
数
量
」
と
い
う
。
）
は
、
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位

元
素
の
数
量
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
）
に
お
い
て
、
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
の
種

類
が
一
種
類
の
場
合
、
十
万
ベ
ク
レ
ル
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
本
注
射
液
一
滴
（
〇
・
〇
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
に
含
ま
れ
る
放
射
能
量
」
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平

成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日
内
閣
参
質
一
九
二
第
二
六
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
七
に
つ
い
て
で
お
答
え
し

た
と
お
り
、
塩
化
ラ
ジ
ウ
ム
（
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
）
注
射
液
（
以
下
「
本
注
射
液
」
と
い
う
。
）
は
、
〇
・
〇
五
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
中
、
検
定
日
に
お
い
て
塩
化
ラ
ジ
ウ
ム
（
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
）
と
し
て
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
を
最
大
五
十
五
キ
ロ
ベ
ク
レ

ル
含
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
お
尋
ね
の
「
本
注
射
液
一
滴
（
〇
・
〇
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
に
含
ま
れ
る
放
射
能

量
」
は
下
限
数
量
の
最
大
〇
・
五
五
倍
と
な
る
。

ま
た
、
内
部
被
ば
く
線
量
は
、
放
射
性
物
質
の
摂
取
量
、
放
射
線
の
種
類
、
放
射
線
を
受
け
る
臓
器
の
感
受
性
等
を
元
に



算
出
さ
れ
る
人
体
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
計
量
の
基
準
と
な
る
単
位
は
シ
ー
ベ
ル
ト
が
用
い
ら
れ

る
。
下
限
数
量
は
、
ベ
ク
レ
ル
（
放
射
性
核
種
の
壊
変
数
が
一
秒
間
に
一
の
割
合
で
あ
る
放
射
能
を
い
う
。
）
を
単
位
と
し

て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
部
被
ば
く
線
量
と
下
限
数
量
は
そ
れ
ら
の
計
量
等
の
基
準
と
な
る
単
位
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
お
尋

ね
の
「
本
注
射
液
を
一
回
投
与
さ
れ
た
患
者
の
内
部
被
ば
く
線
量
は
「
下
限
数
量
」
の
何
倍
に
な
る
か
」
に
つ
い
て
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
六
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
本
注
射
液
及
び
本
注
射
液
に
よ
る
汚
染
物
に
つ
い
て
は
、
放
射
性
同

位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
九
号
）
第
一
条
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七

号
。
以
下
「
放
射
線
障
害
防
止
法
」
と
い
う
。
）
の
適
用
除
外
と
さ
れ
て
お
り
、
病
院
又
は
診
療
所
（
以
下
「
病
院
等
」
と

い
う
。
）
に
お
け
る
本
注
射
液
を
含
む
診
療
に
用
い
る
放
射
線
の
防
護
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

百
五
号
）
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
等
に
お
い
て
定
め
て



い
る
。

当
該
防
護
に
つ
い
て
は
、
病
院
等
に
お
け
る
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
（
規
則
第
二
十
四
条
第
八
号
に
規
定
す
る
診
療
用

放
射
性
同
位
元
素
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
を
用
い
た
診
療
行
為
等
に
応
じ
て
、
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
等
の
使
用
場

所
の
制
限
等
の
必
要
な
規
定
を
医
療
法
、
規
則
等
に
設
け
て
お
り
、
本
注
射
液
を
含
む
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
等
は
、
医

療
法
、
規
則
等
の
適
用
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
放
射
線
障
害
の
防
止
（
病
院
等
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
い

う
。
）
や
公
共
の
安
全
の
確
保
が
実
現
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
内
部
被
ば
く
線
量
の
概
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
注
射
液
の
添
付
文

書
に
お
い
て
、
去
勢
抵
抗
性
前
立
腺
が
ん
の
日
本
人
患
者
に
本
注
射
液
が
一
回
投
与
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
臓
器
及
び
組
織

ご
と
に
算
出
さ
れ
た
吸
収
線
量
の
平
均
値
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
本
注
射
液
の
投
与
に
よ
る
内
部
被
ば
く
線
量
と
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
説
明
し
な
く
て
よ
い
の
か
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
医
療
法
第
一
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
の
担
い
手
は
、
医
療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
適
切
な
説
明
を
行
い
、
医
療
を
受
け
る
者
の



理
解
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
本
注
射
液
の
添
付
文
書
の
警
告
欄
に
お
い

て
「
本
剤
は
、
緊
急
時
に
十
分
対
応
で
き
る
医
療
施
設
に
お
い
て
、
が
ん
化
学
療
法
及
び
放
射
線
治
療
に
十
分
な
知
識
・
経

験
を
持
つ
医
師
の
も
と
で
、
本
剤
の
投
与
が
適
切
と
判
断
さ
れ
る
症
例
に
つ
い
て
の
み
投
与
す
る
こ
と
。
ま
た
、
治
療
開
始

に
先
立
ち
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
本
剤
の
有
効
性
及
び
危
険
性
を
十
分
説
明
し
、
同
意
を
得
て
か
ら
投
与
す
る
こ
と
」
と

注
意
喚
起
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
部
被
ば
く
の
影
響
も
含
め
た
リ
ス
ク
に
つ
い
て
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て

説
明
さ
れ
た
上
で
本
注
射
液
は
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
実
効
線
量
係
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、

お
尋
ね
の
方
法
で
「
投
与
患
者
が
受
け
る
内
部
被
ば
く
線
量
」
を
計
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
普
通
の
細
胞
ま
で
二
重
鎖
切
断
と
い
う
大
き
な
変
異
を
も
た
ら
す
傷
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
が
集
積
し
て
い
る
腫
瘍
の
周
辺
の
細
胞
に
お
い
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
鎖
切
断
が
起
き
る

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
注
射
液
に
つ
い
て
は
、
本
注
射
液
の
有
効
性
と
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク



も
含
め
た
安
全
性
を
比
較
衡
量
し
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
製

造
販
売
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
事
前
審
査
し
た
専
門
委
員
九
名
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
注
射
液
に
つ

い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第

十
四
条
第
一
項
の
製
造
販
売
の
承
認
の
た
め
の
審
査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
審
査
の
際
に
実
施
さ
れ
た
専
門
協

議
に
参
加
し
た
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
本
注
射
液
の
製
造
販
売
の
承
認
の
申
請
者
（
以
下
「
申
請

企
業
」
と
い
う
。
）
又
は
本
注
射
液
の
競
合
品
目
の
製
造
販
売
業
者
（
以
下
「
競
合
企
業
」
と
い
う
。
）
と
の
利
益
相
反
の

有
無
等
に
関
す
る
各
委
員
か
ら
の
機
構
に
対
す
る
回
答
は
機
構
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
委
員
か
ら
も
、
薬

事
関
係
企
業
の
役
職
、
職
員
又
は
定
期
的
に
報
酬
を
得
て
い
る
顧
問
等
に
就
い
て
い
な
い
こ
と
、
本
注
射
液
に
関
し
て
申
請

企
業
か
ら
報
酬
を
得
て
相
談
に
応
じ
又
は
調
査
、
試
験
若
し
く
は
研
究
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
本
注
射
液
に
関
連
す
る
特

許
等
の
知
的
財
産
権
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
及
び
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
当
該
専
門
協
議
の
開
催
年
度
で
あ
る
平
成
二
十



七
年
度
ま
で
に
お
い
て
申
請
企
業
又
は
競
合
企
業
か
ら
受
け
取
っ
た
寄
附
金
、
契
約
金
等
の
額
が
五
百
万
円
を
超
え
る
年
は

な
か
っ
た
こ
と
が
回
答
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
審
査
報
告
書
に
関
す
る
資
料
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
注
射
液

の
審
査
報
告
書
及
び
申
請
資
料
の
概
要
は
、
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
医
療
現
場
に
お
い
て
・
・
・
と
思
わ
れ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府

と
し
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
技
術
的

な
助
言
（
以
下
「
技
術
的
助
言
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
「
放
射
性
医
薬
品
を
投
与
さ
れ
た
患
者
の
退
出
に
つ
い
て
」
（
平
成

十
年
六
月
三
十
日
付
け
医
薬
安
発
第
七
十
号
厚
生
省
医
薬
安
全
局
安
全
対
策
課
長
通
知
）
別
添
「
放
射
性
医
薬
品
を
投
与
さ

れ
た
患
者
の
退
出
に
関
す
る
指
針
」
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
放
射
性
核
種
の
物
理
的
特
性
に
応
じ
た
防

護
並
び
に
患
者
及
び
介
護
者
へ
の
説
明
そ
の
他
の
安
全
管
理
に
関
し
て
、
放
射
線
関
係
学
会
等
団
体
の
作
成
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
参
考
に
行
う
よ
う
示
し
て
い
る
。
本
注
射
液
の
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
公
益

社
団
法
人
日
本
医
学
放
射
線
学
会
等
の
関
係
学
会
か
ら
「
塩
化
ラ
ジ
ウ
ム
（
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
）
注
射
液
を
用
い
る
内
用
療



法
の
適
正
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
以
下
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
。
）
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

お
い
て
は
、
作
業
台
や
床
面
等
に
放
射
能
汚
染
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
迅
速
に
除
染
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
、
汚
染

箇
所
を
比
較
的
早
く
発
見
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
吸
い
取
り
、
水
、
中
性
洗
剤
等
を
用
い
て
除
染
す

る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
等
の
対
応
の
手
順
が
示
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
本
注
射
液
を
こ
ぼ
し
た
場
合
」
に
は
、
各

病
院
等
が
当
該
手
順
に
従
っ
て
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
「
焼
却
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
技
術
的
助
言
で
あ

る
「
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
平
成
八
年
三
月
二
十
六
日
付
け
健
政
発
第
二
百
六

十
三
号
厚
生
省
健
康
政
策
局
長
通
知
）
別
紙
「
放
射
性
有
機
廃
液
の
焼
却
対
象
、
施
設
及
び
取
扱
い
に
関
す
る
安
全
指
針
」

に
お
い
て
、
規
則
第
三
十
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
構
造
設
備
の
基
準
を
定
め
る
廃
棄
施
設
（
以
下
「
廃
棄
施
設
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
焼
却
の
対
象
と
な
る
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
物
（
以
下
「
医
療
用
放
射
性

汚
染
物
」
と
い
う
。
）
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
等
を
含
む
有
機
廃
液
で
あ
っ
て
、
十
分
な
可
燃
性
が
あ
り
、
装
置
に
適
し
た
流
動

性
を
持
つ
も
の
に
限
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
本
注
射
液
が
こ
ぼ
れ
て
汚
染
さ
れ
た
シ
ー
ツ
類
」
（
以
下
「
汚

染
シ
ー
ツ
類
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
有
機
廃
液
に
は
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
汚
染
シ
ー
ツ
類
を
含
む
本
注
射
液
に
よ
る
医



療
用
放
射
性
汚
染
物
が
病
院
等
内
で
焼
却
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

御
指
摘
の
「
汚
染
物
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
回
答
弁
書
八
に
つ
い
て
で
お
答
え
し

た
と
お
り
、
規
則
第
三
十
条
の
十
四
の
規
定
に
お
い
て
、
医
療
用
放
射
性
汚
染
物
の
廃
棄
は
廃
棄
施
設
に
お
い
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
病
院
等
は
、
そ
の
廃
棄
を
委
託
す
る
ま
で
の
間
、
医
療
用
放
射
性
汚
染
物
を
、

病
院
等
に
設
け
ら
れ
た
廃
棄
施
設
に
保
管
廃
棄
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
技
術
的
助
言
で
あ
る
「
医
療
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
要
綱
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
六
月
十
四
日
付
け
医
薬
発
第
六
百
三
十
七
号
・
医
政
発

第
六
百
三
十
八
号
厚
生
労
働
省
医
薬
局
長
及
び
医
政
局
長
連
名
通
知
）
別
添
「
医
療
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
立
入
検
査
要
綱
」
（
以
下
「
立
入
検
査
要
綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
当
該
保
管
廃
棄
の
状
況
が
確
認
項
目
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
医
療
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別

区
の
区
長
が
実
施
す
る
病
院
等
へ
の
立
入
検
査
（
以
下
「
立
入
検
査
」
と
い
う
。
）
の
際
に
当
該
状
況
が
確
認
さ
れ
、
必
要

に
応
じ
て
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
投
与
患
者
の
医
療
機
関
外
で
の
排
泄
物
の
処
理
」
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
安
全
側
に
立
っ



て
、
患
者
に
投
与
さ
れ
た
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
の
投
与
量
の
全
て
が
河
川
に
排
出
さ
れ
た
場
合
等
の
仮
定
を
置
い
て
試
算
し
た

結
果
、
第
三
者
の
経
口
摂
取
に
よ
る
内
部
被
ば
く
線
量
が
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の
勧
告
に
お
け
る
公
衆
の
被
ば
く
線

量
の
限
度
で
あ
る
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
五
千
分
の
一
で
あ
る
年
間
○
・
二
○
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
段
の
規
制
を
行
っ
て
い
な
い
。

お
尋
ね
の
排
せ
つ
物
を
下
水
へ
流
す
場
合
の
下
水
の
終
末
処
理
場
へ
の
連
絡
に
つ
い
て
定
め
た
法
令
上
の
規
定
は
存
在
し

な
い
。

お
尋
ね
の
下
水
の
終
末
処
理
場
に
お
け
る
下
水
中
の
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
の
放
射
能
測
定
の
実
施
及
び
公
表
に
つ
い
て
定
め

た
法
令
上
の
規
定
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
測
定
等
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

お
尋
ね
の
「
終
末
処
理
で
生
じ
る
ス
ラ
ッ
ジ
の
処
分
」
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十

九
号
）
上
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。

お
尋
ね
の
「
投
与
患
者
の
家
庭
で
の
排
泄
物
の
処
理
」
及
び
「
同
排
泄
物
に
よ
る
家
族
の
汚
染
」
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
お
い
て
、
患
者
の
排
せ
つ
物
に
触
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
ゴ
ム
製
の
使
い
捨
て
手
袋
を
装
着
し
て
か
ら
取
り

扱
う
こ
と
や
、
本
注
射
液
の
投
与
後
二
、
三
日
間
は
、
患
者
と
小
児
及
び
妊
婦
と
の
接
触
は
最
小
限
に
す
る
こ
と
等
の
注
意



事
項
が
示
さ
れ
て
お
り
、
指
針
に
お
い
て
、
患
者
の
退
出
・
帰
宅
を
認
め
る
場
合
は
、
第
三
者
に
対
す
る
不
必
要
な
被
ば
く

を
で
き
る
限
り
避
け
る
た
め
、
書
面
及
び
口
頭
で
日
常
生
活
な
ど
の
注
意
・
指
導
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
示
さ
れ
た
注
意
事
項
等
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
科
学
的
な
根
拠
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
専
門
家
か
ら
、
患
者
に
対
す
る

ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
の
投
与
量
が
五
千
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
、
当
該
患
者
の
遺
体
の
火
葬
を
行
う
ま
で
の
期
間
が
投
与
終
了
後
十
日

間
等
の
仮
定
を
置
い
た
場
合
、
当
該
火
葬
を
行
っ
た
火
葬
場
近
辺
の
住
民
等
に
対
す
る
実
効
線
量
を
国
際
原
子
力
機
関
の

「I
A
E
A
S
A
F
E
T
Y
S
T
A
N
D
A
R
D
S
S
E
R
I
E
S
N
o
.
G
S
R
P
A
R
T
3

（2
0
1
4

）
」
に
よ
り
評
価
さ
れ
た
実
効
線
量
係
数
を
用
い
て
試
算

す
る
と
、
二
歳
か
ら
七
歳
ま
で
の
幼
児
に
対
す
る
実
効
線
量
は
百
万
分
の
四
十
四
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
、
成
人
に
対
す
る
実

効
線
量
は
百
万
分
の
十
七
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
、
火
葬
場
従
業
員
に
対
す
る
実
効
線
量
は
一
万
分
の
七
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の
勧
告
で
示
さ
れ
て
い
る
公
衆
の
被
ば
く
線
量
の
限
度
で
あ
る
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
比
較

し
相
当
低
い
線
量
と
な
る
旨
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
当
該
報
告
に
よ
っ
て
被
ば
く
線
量
が
低
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

十
に
つ
い
て



排
気
中
等
の
放
射
性
同
位
元
素
の
濃
度
限
度
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
三
十
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
、
排
気

中
等
の
放
射
性
同
位
元
素
の
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
濃
度
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
排

気
中
等
の
放
射
性
同
位
元
素
が
ラ
ジ
ウ
ム
二
二
三
の
み
で
あ
る
場
合
の
当
該
濃
度
限
度
は
、
一
億
分
の
二
ベ
ク
レ
ル
毎
立
方

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

規
則
第
三
十
条
の
十
四
の
二
第
一
項
の
規
定
及
び
医
療
法
施
行
規
則
第
三
十
条
の
十
四
の
二
第
一
項
の
診
療
用
放
射
性
同

位
元
素
又
は
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
の
委
託
を
受
け
る
者
を
指
定
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
厚

生
労
働
省
令
第
二
百
二
号
）
に
基
づ
き
医
療
用
放
射
性
汚
染
物
の
廃
棄
の
委
託
先
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
公
益
社
団
法
人

日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
三
十
条
の
十
四
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
付
し
た
条
件
に
お
い
て
、
放
射
線
障
害
防
止
法
第
二
十
条
の
規
定
に
準
じ
て
汚
染
状
況
（
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
汚

染
の
状
況
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
の
測
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
排
気
設
備

の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射

線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
、

排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
の
測
定
を
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
一
回
及
び
作
業
を
開
始
し
た
後
に
あ
っ
て



は
排
気
す
る
都
度
（
連
続
し
て
排
気
す
る
場
合
は
、
連
続
し
て
）
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
を
知
る
た
め
に
最
も
適
し
た
箇
所
に
お
い
て
放
射
線

測
定
器
を
用
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
協
会
の
排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
の
測
定
は
、
協
会
に
お
い

て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
協
会
の
排
気
設
備
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
実
施

す
る
協
会
の
施
設
に
対
す
る
定
期
検
査
に
お
い
て
、
排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
の
測
定
結
果
に
関
す
る
記

録
等
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
じ
て
確
認
し
て
い
る
。

な
お
、
七
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
病
院
等
に
お
い
て
本
注
射
液
に
よ
る
医
療
用
放
射
性
汚
染
物
が
焼
却
さ
れ

る
と
い
う
事
例
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
病
院
等
の
排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
に
つ
い
て
は
、

規
則
第
三
十
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
、
排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
を
、
診
療
を
開
始
す
る

前
に
一
回
及
び
診
療
を
開
始
し
た
後
に
あ
っ
て
は
排
気
す
る
都
度
（
連
続
し
て
排
気
す
る
場
合
は
、
連
続
し
て
）
測
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
、
排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
の
測
定
は
、
放
射
線
測

定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
排
気
設
備
の
排
気
口
等
に
お
け
る
汚
染
状
況
を
測
定

す
る
た
め
に
最
も
適
し
た
位
置
に
お
い
て
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
測
定
の
結
果



に
関
す
る
記
録
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
立
入
検
査
要
綱
に
お
け
る
確
認
事
項
と
し
て
示
し
て
お
り
、
立
入
検
査
等
に
お
い
て

確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
排
気
に
よ
る
放
射
能
汚
染
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
及
び
「
焼
却
炉
の
フ
ィ
ル
タ
ー
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
本
注
射
液
を
投
与
さ
れ
た
患
者
の
遺
体
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、
九
に
つ

い
て
及
び
前
回
答
弁
書
九
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火

葬
場
に
お
け
る
当
該
遺
体
の
火
葬
に
係
る
放
射
性
物
質
の
測
定
、
放
射
線
の
防
護
等
に
つ
い
て
の
法
令
上
の
規
定
は
設
け
て

い
な
い
。
ま
た
、
本
注
射
液
を
投
与
さ
れ
た
患
者
の
遺
体
の
火
葬
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
排
気
の
放
射
能
測
定
」
又
は
「
放

射
能
濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
は
承
知
し
て
い
な
い
。

十
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
実
施
し
た
「
放
射
性
医
薬
品
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
案
）
」
に
関
す
る
意
見
募
集
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
零
件
で
あ
っ
た
。

お
尋
ね
の
「
変
更
し
た
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
ウ
ム
が
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る



法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
国
際
規
制
物
資
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
注
射
液
の
品
質
の
基
準
は
厳
格
に
定
め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
ト
リ
ウ
ム
二
二
七
の
放
射

能
は
「
検
定
日
に
お
い
て
、
検
出
さ
れ
な
い
（
検
出
限
界
〇
・
一
％
）
」
と
定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
「
検
出
限
度
０
．
１
％
」
の
意
味
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
検

出
限
界
〇
・
一
％
」
と
は
、
試
料
に
含
ま
れ
る
分
析
対
象
物
の
検
出
可
能
な
最
低
の
量
又
は
濃
度
が
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
放
射
線
障
害
防
止
法
第
一
条
に
規
定
す
る
目
的
に
照
ら
し
て
正
し
い
選
択
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
回
答
弁
書
十
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
本
注
射
液
を
含

む
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
、
放
射
線
防
護
の
観
点
か
ら
適
切
な
処
理
を
行
う
こ

と
等
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
注
射
液
に
つ
い
て
は
、
生
命
に
関
わ
る
重
篤
な
疾
患
で
あ
る
骨
転
移
の
あ
る
去
勢
抵
抗
性

前
立
腺
が
ん
の
り
患
者
に
投
与
す
る
際
の
有
効
性
と
安
全
性
を
比
較
衡
量
し
、
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
製
造
販
売
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
承
認
は
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。


